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研究目的 
平成１６年の本道の合計特殊出生率は1.19で、都道府県の中で４番目に低く、全国平均よりも少子化が進行

している状況にあります。道では「北の大地☆子ども未来づくり北海道計画（H17.1）」を策定し、安心して子

どもを生み育てることができる生活環境整備を推進しており、子育てに配慮した良質な住宅供給などを行うこ

ととしています。 

道住宅課では「北海道公営住宅等安心居住推進方針」に基づき、ユニバーサルデザインの視点に立つととも

に、道保健福祉部と連携して策定した「北海道子育て支援推進方針」の考えを取り入れて子育てに配慮した公

営住宅の整備を進めているところです。 

本研究では、子育て支援に向けた公営住宅やその集会所・遊び場等の共用部分の整備・活用手法について検

討するとともに、その内容を具体的な計画・設計に反映させ、子育てに配慮した公営住宅の供給及び居住生活

環境の向上を支援することを目的としています。 

 

研究概要 
公営住宅における取組を検討するため、子育て支援として住環境整備に関わる取組状況等を踏まえながら先

行して取組が進められている公営住宅の調査等を行い、住戸及び集会所等を活用した子育て支援の施策及び実

施方法を整理します。 

整理した内容を基に、道営住宅の子育て支援住宅の整備指針の検討を行い計画・設計等へ反映させます。 

 

■子育て支援に向けた公営住宅（集会所等の活用） 

 入居者及び地域住民の活動のために整備されている集会所を活用した乳幼児を持つ世帯への支援手法の検討

を行います。そこで、厚生労働省が所管する「つどいの広場」、「ファミリー・サポート・センター」等の実

施状況調査及び子育て世帯のニーズ把握をするため「子育てサークル」へのヒアリング調査を実施しています。 
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すきやき隊（せわずき・せわやき隊） 
○地域の子どもを地域で健やかに育てるための

活動における地域住民の連携（道独自施策） 

つどいの広場（市町村の業務委託） 
○主に乳幼児（０～３才）を持つ親の負担解消 

ファミリー・サポート・センター 
○変動的な保育ニーズ（依頼）に対応した地域 

住民による有償ボランティア（援助）の運営 

＊援助依頼と援助実施者の「橋渡し役」 

地域子育て支援センター 
○子育てを支援するため支援活動の企画実施、

子育て家庭の指導、子育てｻｰｸﾙ支援など 

関連施策の例 

 

 

 

 

 

 

 

経過と今後の計画 
 平成19年度は、供用が開始されている根室市道営住宅「であえ～る明治団地」について調査検証を実施する

とともに、専用部分の安全対策等・集会所等の活用方策を検討し、公営住宅における子育て支援住宅の整備指

針へ反映させていく予定です。 

 


